
 
２０３０年、マンションストックの過半数が築30年超！ 

建物の老朽化と、住人の老いがリンクする、かつてない時代を迎える 

私たちはどうするべきか。具体的な事例から解決への処方せんを示す 
 

【発売即重版】の話題書！ 
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                          新書 238頁        ※入金確認できた方から         
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３．下記、必要記載事項を記入し、郵送もしくは、FAX(03-6868-6075）までご送付ください。その際に個人情報のお取扱 
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【個人情報のお取扱いについて】 ※一読のうえ、下記□に✓をご記入ください。 
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2030年、分譲マンション約 780万戸のうち、築 30年以上が過半数を超える。老朽化・高齢化・   

資金不足・役員のなり手不足…「二つの老い」による問題が、待ったなしで押し迫る！ 

私たちはマンションを「終の棲家」にできるのか。管理組合・管理会社・我々管理員は、いま何

をすべきか。様々な事例から、マンションに潜む落とし穴とその解決への処方せんを示します。  

【発売後即重版】の話題書「60歳からのマンション学」 

・Amazon カテゴリ部門【第１位】 

・楽天ブックス 美容・暮らし・健康・料理部門【第１位】 

・紀伊國屋書店ウェブストア【第１位】 

・三省堂書店有楽町店、新書部門で売上【第１位】 

・丸善お茶の水店、新書・選書部門で、週間ベスト【第６位】 

 ⇒ オンライン、リアル書店ともに、売れに売れて、発売後即重版されている話題書です！ 

 

読者より 「おすすめのコメント」 
 

著者より 「読者の皆さん」へ 

 

 

本書の内容 
 

近未来の 2030年、統計によると、分譲マンション約 780万戸のうち築 30年以上が過半数を超え

る。またマンションの所有者をみると、「60 歳代」が 27.8％と最も多く、次いで「50 歳代」が 

23.7％、「70 歳代」は 21.7％、さらに「永住するつもり」は 60.4％と、年齢が高くなるほど永住

意識が高くなる（令和 5年度マンション総合調査）。  
つまり、安全・安心・快適なマンションへの永住志向が強まる一方、自らの老いとマンションの

老朽化、いわゆる「二つの老い」がリンクするというかつてない時代を迎えている。 
 

しかし、マンションを所有するということは、管理組合の合意形成がつきまとい、個々では対処

できない問題も多い。大規模修繕、滞納金問題、空き駐車場問題、ペット問題…etc  
そこに個々で判断すべき、フルリノベーション、買い替え、賃貸へ引っ越し、ローンのやりくり、

リバースモーゲージといった、様々な問題にも直面する。さらに、いま話題のタワーマンション

のメリットとデメリットなど具体的な事例からマンションに潜む落とし穴とその解決への処方箋

が示されている。「マンション学」というだけあり、情報満載の１冊！ 
 

以下のような事例が取り上げられている。 

【事例１】一人暮らしになって分譲マンションから賃貸へ 

【事例２】夫婦二人になり、駅近マンションに買い替え 

【事例３】あわや負動産。バリアフリーマンションへの引っ越し 

【事例４】買い替えよりもフルリノベーションを選択 

【事例５】終の棲家として買ったはずの住居で思わぬトラブル 

【事例６】空き駐車場問題に理事長として奮闘 

【事例７】戸建てを売りタワマンを購入したものの・・・ 

【事例８】大規模修繕のお金がない？！  
 

「二つの老い」という言葉はよく聞きますが、じゃあ一体どうすればいいのか、示されていないのが現状。

この本は、とても読みやすくわかりやすいです。情報満載で今の時代にあった本だと思います。価格も安く、

ぜひご一読することをおすすめします。 

日本はマンションを造り過ぎてしまったようです。購入することばかりに優遇措置を与えハコモノを増や

し続けた国の責任は大きい。一方、住人もマンション管理をないがしろにしてきたツケがいま回ってきてい

ます。マンション問題は、社会の縮図そのもの。わかりやすい表現を心がけました。どうぞご一読ください。 


